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ふれあい情報 
 

2020年 1月 16日（木） 第３０９号 

連合２０２０賀詞交歓会 
「連合結成３０年節目の年」働く者の代表として 

未来を変える～安心社会に向けて 

 神津連合会長は年頭にあたり、１９８９年の連合結成

から３０年を向かえ危機感を持ちながら、前向きに前進し

たいと決意を述べられました。 

 また春季生活闘争に触れ、この２０年で日本人の賃金

は１０％ダウンし、欧州先進国が２倍になっていることか

ら、世界の中でその存在がどんどんしぼんでおり、危機

感を覚えると訴えられました。 

連合は１月６日（月）午後４時から都内荒川区のホテルラングウッドにおいて 

新年賀詞交歓会を開催した。会場には関係者約１１００名が駆けつけ新年を祝った。 

 

 続いて来賓を代表して、大橋日本経済団体連合会副会

長（小松製作所代表取締役社長）からは、「私たち労使が

働きがいを感じられる職場を整備することが大事、連合と

経団連はトップレベルの懇談をはじめ、様々な機会を通じ

永きにわたって相互理解を深めてきた。今後も新しい時

代にふさわしい労使関係を築いていきたい」と挨拶されま

した。 

 つづいて、自民党・森労政局長、公明党・山口代表、立

憲民主党・枝野代表、国民民主党・玉木代表、日本維新

の会・片山共同代表、社民党・又市党首、連合、福祉団体

代表により鏡開きが行なわれました。 

新年交歓会ご挨拶 

（神津連合会長） 

2020年の新春を迎え、謹んで念頭のご

挨拶を申し上げますとともに、日頃から

の連合運動に対する皆様のご支援に心よ

り御礼申し上げます。 

連合は、結成30周年の節目を迎えまし

た。多くの困難な課題が山積し、混迷す

る日本において、私たち連合は、働く者

の代表としての役割と責任を自覚し、大

会で確認したスローガン「私たちが未来

を変える～安心社会に向けて～」に込め

た決意も新たに、すべての働く者の代表

として着実に前に進んでいく所存です。 

本年も引き続き、連合運動にご注目い

ただき、より一層のご支援をお願い申し

上げます。 
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退職者連合 検索 

ﾎｰﾑﾍﾟー ｼﾞは退職者連合で検索を 

台風１９号等災害「緊急カンパ」報告 

 幹事会では、昨年の台風１９号災害「緊急カンパ」の取り

組みで、連合は総額１億１０８９万７８６２円の集約があり、

被害の大きかった宮城県、福島県、栃木県、長野県に拠出し

ました。そのうち退職者連合では５６１万２２４１円が集ま

りました。 

核兵器廃絶１０００万人署名の取り組み 

 ３月を目途に進められている核兵器廃絶の署名活動

は、各構成組織の取り組みで実施されていますが、退職

者連合に報告のあったものは、５４，３９２筆であり、

終盤に向けての積極的な取り組みを要請しました。 

第３回 幹事会  第２０１回通常国会への「春要求」議論 
 

（開会あいさつをする人見会長） 

 幹事会に先立ち、第２回の政策委員会が開催

され、２０２０年の「春要求」の協議をおこな

い、引き続き開催される、「第３回幹事会」議案

を審議しました。 

 

 

 退職者連合は、１月１５日（水）午後１時３０分

から連合本部で「第３回幹事会」を開催しました。 

 人見会長は新年のあいさつと、「２０２０年はどんな

年」として、米国の大統領選挙やテクノロジー技術分断、

米中の貿易・覇権、気候変動等の課題をイアン・ブレマ

氏（米国・政治学者）の発言として紹介しました。また

国内での安倍政権の長期化は倫理の低下をまねき、是非

交代してもらいたいと述べました。社会保障の政策の踏

み込み不足を指摘し、安心できる社会保障政策の実現を

求めました。 

 

 

（上：三役会議  左：政策委員会） 

 幹事会では中間決算報告があり、７月～１２月の予算

執行率が４５％と報告され了承されました。 

 協議事項として、「春要求」についての議論では、通常

国会だけでなく、社会保障に関する継続的な取り組みの

加筆と、これからの諸会議、集会対策が議論されました。 

 また、退職者連合が２０２１年結成３０周年を迎え、

その準備の為、石原喜久副会長を委員長とするプロジェ

クトチームの設置を確認しました。 

幹事会終了後、警察庁から講師を招き、振込め被害

防止の勉強会が行なわれました。対策として、かかっ

てくる電話に対し、留守電で受ける、家族で合言葉を

決める、録音するなどが有効であり、誰もが被害者に

なりうると指摘されました。 

        「カジノ解禁実施法」に関する意見交換会が開催された。 

 ２０１８年７月に国会審議が不十分なまま、同法案は成立しました。現在は誘

致を考える自治体ごとでの市民運動と連携をすることになります。 


